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Fig.1 連続練りミキサを用いたモルタル吹付け工法(FCライナー工法) 

 連続練りミキサ                従来工法 

Fig.2 連続練りミキサを用いたモルタル吹付け工法と従来工法の比較 

目的

モルタル吹付け工法は，一般にミキサやホッパ，圧送用ポンプ等，多くの機器が必要となる．また，施工時ではモ

ルタル作製による水の計量作業や練混ぜによる待ち時間が発生する等，施工性の観点から自動化や効率化，設備の簡

略化が求められる．このような背景から，ミキサ，ホッパ，圧送用ポンプを一体化した連続練りミキサを用いたモル

タル吹付け工法を開発した．本稿は，連続練りミキサで練り混ぜたモルタルのフレッシュ性状と硬化性状，及び耐久

性について実験した結果をまとめたものである． 

概要

実験は，フレッシュ性状と硬化性状の把握として，連続練りミキサによって練り混ぜたモルタルの均一性を確認す

ると共に，モルタルの水セメント比（W/C）を一定とした環境温度の違いによる影響，また，W/Cの変化と，環境及び

養生温度の違いによる影響について試験を実施した．耐久性の把握としては，中性化抵抗性及び凍結融解抵抗性につ

いて試験を実施した．  

まとめ

連続練りミキサで練り混ぜたモルタルは，確実に練り混ぜられており均一性が確保されていること，温度変化がモ

ルタルに多少の W/Cの変化や経過時間によるフロー値，圧縮強度の増進に影響を与えるため温度管理が重要であるこ

と，さらに，本工法のモルタルは中性化及び凍害に対する抵抗性が高く，耐久性に優れていることを確認した． 
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循環撹拌を用いたケーシング縁切引抜工法による

既存杭撤去・埋戻し技術に関する研究報告

遠藤正美＊

Fig.1 施工手順図

目的

既存杭を撤去した部分は，原地盤に戻らず埋戻し部になるが，埋戻し部の状態によっては，新設杭の設計や施工に

大きな影響がある 埋戻し部の課題を分析し，その課題を解決するための技術として循環撹拌を用いた縁切引抜工法

（以下，循環撹拌工法）を提案した

概要

本報では，循環撹拌工法の模型実験および原位置施工試験を行い有効性を検証した  に施工手順を示す ベン

トナイト水（ ）循環撹拌後にセメントミルク（ ）をオーガーで上下撹拌を行う 工法とセメントベントナイトミ

ルク（ ）を循環撹拌させる 工法を実施した 模型実験から循環撹拌および機械撹拌を併用することで，泥水と埋

戻し材を均一に撹拌ができることが分かった 原位置施工試験より，実現場においても表層部分を除き全体的に概ね

良好に既存杭撤去後の地盤を埋戻すことができることを確認した

まとめ

本報の循環撹拌を用いた縁切引抜工法を提案し，循環撹拌模型実験から循環撹拌と全長オーガースクリューを併用

し，孔内全体を撹拌することで均一な混合ができることが分かった．以上の結果から， と泥水に対する本報の循

環撹拌工法の有効性が確認された．
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